
額
及
び
軸
類

旧武道場に掲げられていた額

山岡鉄舟書の屏風

竹山書（学部畏室1

202

「
1



比田井天来書
倣官会議室）

揮毫する針塚先生

　　吋
ぐ
・

「埣啄の棲を展ぷ」　これは親鳥が卵を温めながらひよこが出かかる時、

卵を殻の上からつつくのが啄、峰とはひよこが殻を破って出ようと中か

らつつく意味で、この嘩啄の機徴をとらえて、先生と生徒とが愛をもっ

て一体となり教育活動を展開するところに教育の成果があがることにた

とえて、針塚校長は日頃この言葉を好んで実践されたようである。

針塚長太郎書
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針塚長太邸嘗
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針塚長太
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針塚長太部書
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土井晩翠書

205



生
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会
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名
物
菰
本
茜
書
所
蔵
の
塾
？
第
三
巻
三
七
七
華
の
毒
＾
杢
初
期
）
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＿轟二 購堂1内郁全景

講
堂
内
の
蚕
糸
に
ち
な
ん
だ
彫
物

購壷内の花台に彫られた彫朗

騰壷演壇欄面仁

1彫られた彫刻
講堂入口の天井に彫られた彫刻

208



養蚕韓要・版木及び印刷物

E井市郎治著（文化10年）

そ
の
他

加蔓文庫　製糸科3回卒、加美好男氏寄贈（3，700余冊）
（旧召和16年）

中央ロータリー七幹の松
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